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－林分蓄積の例－

広島県立

林業技術センター

　　時光博史

よいモデルの形

単位は　　　　１　　1ha=10,000m2？

一般的な単位は　林分蓄積(m3／ha)＝10～3,000
　　　　　　　　　　　連年成長量(m3／ha)＝1～50

命に関わる面積の単位は
　　　　　　　　日本の稲作の単位　　　1反=1,000m2

　　　　　　　　日本人一人当たり森林面積　2,000m2

今日の単位　　林分蓄積(m3／反)＝1～300
　　　　　　　　　連年成長量(m3／反)＝0.1～5
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現実に似たモデルの形は

未来

在

増加を望むうえた者

変化を求める困った者

持続の終りが気になる満たされた者

誰が　何を求めるのか

「いつ終わるのか？」→永続を讃える言葉

「どうすれば変えることができるのか？」

　　　　　　　　　　　　　　　　→材料と方法

「どうすれば増えるのか？」→結論や指針

光：太陽エネルギー（一定－変動)
↓

↓

（変動)土壌・石炭
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増加の形は
純生産量はおおむね
　1.3トン/反・年
大谷義一(2001)が示した温帯林の
純生産量(炭素量)の2倍とした
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現存量密度
トン/反・m

充分に密な
森林の
現存量密度は
1.3トン/反・m
依田（1971）から
単位をかえた

森林は1年に1m高くなる程の量を生産している
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葉
茎形が重なると

幹

在る物が重なる→増加

増減の変化が重なる→持続
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立木材積

利用材積

枝葉

柱
材
が
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10.5cm
から
12cm

3m，
4m
又は
6m

増加と
変化は

地上部現存量

立木材積

梢端部
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光
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かたまった石：基岩(母岩)
生物＋分解中の枝葉幹＋細かい石：土壌

葉

5年前に生産された木材
4年前に生産された木材
3年前に生産された木材
2年前に生産された木材
1年前に生産された木材

樹皮
直下に形成層(木材を生産)

木材1mm/年

基岩(母岩)
土壌

　じゅかん(枝葉)　　　　　りんかん　

樹冠が集まって林冠に

光の力で
　　　二酸化　　　　　　　　　

水＋炭素⇒炭水　　　　
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　化物：木材

じゅかん

樹幹

木材1m3/反

　　　　　　　　　　樹皮
　　　　　　　　　1年前
　　　　　　　　2年前
　　　　　　3年前
　　　4年前
5年前
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蓄積の形は

スギ林の1反当たり幹材積
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林野庁(1980)
　スギ人工林林分密度管理図説明書
→に記載された365林分の幹材積

減少(風雪，虫，伐採）
　　主目的：収穫→択伐　　

育成→間伐　　
不要(不良)木除去→除伐　　

蓄積は減少する＝増加は持続しない
スギ林の1反当たり幹材積
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広島県スギ林林分収穫表スギ1等地

広島山口地方収穫予想表スギ1等地

1反当たり幹材積(m3/反)

加計町高齢林

林野庁(1980)
←スギ人工林林分密度管理図説明書
　に記載された365林分の幹材積

変化は減少を含む

副林木の減少

主林木の蓄積
(幹材積)
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減少を含まない変化は

蓄積　V 蓄積　V 調和平均
1 0.4 0.571429
1 1 1
1 4 1.6
1 9 1.8

1 2

蓄積　V 蓄積　V 幾何平均
1 0.4 0.632456
1 1 1
1 4 2
1 9 3

1 2

蓄積　V 蓄積　V 算術平均
1 0.4 0.7
1 1 1
1 4 2.5
1 9 5

1 2

算術平均V=（1V+2V）／2

幾何平均V=√1V×2V

調和平均V=21V×2V／（1V+2V）
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／
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最多密度線
V≒1.2H 1.35

　　１反当たり

H=10m
→

H=20m
→
V(H,N)

変化には終りが加わる



3

北近畿・中国地方
林分密度管理図に

示された
樹高による幹材積
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スギ最多密度

スギ林分

スギ単木100本/反
△最多密度での幹材積
Vmax≒樹高H1.35×1.2(m3/反)

式の形からすると

林分密度管理図では
樹高Hによって終る（→減少）
最多密度≒104.3／H1.47

（本/反）

　　

◇林分からみた幹材積
　1V（H）≒樹高H1.35×0.8(m3/反)

FORMATH2000からの図
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単木からみた幹材積＊
　　2V（H,N）≒樹高H2.8×0.1
　　　　　　　占有面積S（N）　(m3/反)

＿
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1反 1反

密度Ｎの効果は

（閉鎖）高密度では
個体当たり収量1vは
占有面積Sにより増加
（密度Nにより低下）

（非閉鎖）低密度では
個体当たり収量2vは
一定
（密度Nによらない）

時
間
ｔ
に
よ
り

最
多
収
量
は

変
化
す
る

調和平均される
増加２種

ｔ→∞上限を仮定しないで
ある時点ｔにおいて
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一定↑

↑
占有面積S(N)
により増加

↑
一
定

S

1V
2V 個体

1v

（閉鎖）高密度では
反当たり収量1Vは
一定
（密度Nによらない）

個体
2v

（非閉鎖）低密度では
反当たり収量2Vは
密度Nにより
増加

↑
↑

密度Nにより増加

○　○　○　○　○　○　○　○　○

在るものが重なる：Σ在る□→増加⊿

＋
（－　　　　）

＋
増加が重なる：Σ増加⊿→変化○

変化が重なる：Σ変化○→持続する存在□
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 132年生
 39m

 70cm
 樹高　23m，28m，42m　

 胸高直径　20cm，32cm，76cm
 太枝数　なし，　7本，　30本

幹材積の年増加量

基部径5cm以上の
太い枝の位置↓→

年輪の幅
地上6ｍ位置

密に保たれた

加計町のスギ林の例
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Ｈ
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←増加=成長が持続する
　林には大倒木があり
　本図の木は終に伐られた

→豊かな森
から生産

変化が重なって
　在るものは持続したが

変化させられた在るものは
　急増して終った

減少＝増加のとき
持続を求めて
変化させると
　　↓

0

1

0 20 40 60 80 100

次V－前V=今Ｖ×（1－今Ｖ）×定数

→ｔ
変化は
急増

←山口昌哉・
　宇敷重広の
　カオスの形
　(1980)

減少を増加と呼ぶ工夫をすると

現存するものの増加と変化を関連付けて
持続する存在を説明することができた

あるものの急増は嬉しいが
大切なものが急減するということかもしれない・・・


